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1.背景
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バイオマスパーニングはエアロゾル（特に黒色炭素）、coなどの大量の大気汚染物質を発生させるイベントである。本研究では世界でもバイオマスパーニングの
発生頻度の高い東南アジアに注目した。東南アジアにおけるバイオマスパーニングの多くは人為起源の焼畑によって起こることが分かっている。また、焼畑は雨季
の直前や乾季の終わる頃を中心に行われている。
今回、タイ・ピマイに設置されている精度のよいエアロゾル観測の可能な地上観測（スカイラジオメータ）と同一測器を用いて空間的な広がりを連続的に捉える事
が出来る衛星観測データを解析した。本研究ではこれらのデータを相補的に解析することによって、東南アジアに存在するエアロゾルの特徴を明らかにすることを
目的とする。
.ホットスポット件数（火災発生件数）
•Terra/Aqua衛星に繕骸されたMODIS (Moderate 
Resolution Imaging Spectrometer）センサで得
られたデータ。火災検知アルゴリズムを適用
した熱異常値データを東京大学生産技術研
究所の竹内渉博士より提供を受けた。
空間分解能・lkm×1km
。一定面積内で一定期間のホットスポット件数をグ
リッドごとに積算した。
図2.21i2007年2月の1ヶ月積算のホットスポット件数
の空間分布である。
.エアロゾルのデータ（スカイラジオメータ）
・解析したプロダクト光ー学的厚さ｛500nm）、一次
散乱アルベド（500nm）、オングストローム指数
・解析地点：ピマイ（図2.1参照）
。衛星の観測時刻！と1時間以内に同期した
データを解析した。 刷刷醐国f~I r 町、ミ植野｜： 人・~
図2.1：スカイラジオの12:1!編所 図2.2・2007年2月の東南アジアにおける
ホットスポット件数［件数］の空間分布
2.解析したデータ・解析方法
・エアロゾルのデータ（衛星観測）
•EOS-Aura衛星に繕織されたOzone Monitoring 
Instrument : OMIセンサで得られたデータ
解析したプロダクト.Final Aerosol Optical Depth｛光学的厚
さ｝、 FinalSea悦 ringAlb（－次散乱アルペド）
解析した波長：471nm
•0 . 25・x0.25・グリットデータ
・空間分解能：13kmx24km
・1日で全琢をカバーする
。スカイラジオメータの政置場所である（ピマイ）に合わせ
て、 2・x2・の領主義平均を行った。
また、オングストローム指数lま354nmと471nmのプロダクト
から求めた。
OM! 
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図2：スカイラジオとOMIの相関図。赤色は乾期、青色lま雨期を
示している。また、（a)fま光学的厚さ（b）はオングストロー ム指数、
(c)fま一次散乱アルベドの棺関である。
次に、商データのマッチングができた日のみで相関を調べた。図2(a）より光学的
厚さは乾期と雨空襲の両時期で相関がよくないζとが分かった。また、函2{b）より一
次散乱アルベドは乾期と雨季の両方で相関がよくないことが分かった。また、図2
(c）よりオングストローム指数でも乾期と雨季の荷時期で格闘がよくないことが分
かった。
さらに詳しく解析するために、スカイラジオとOMIの回帰直線の傾きとRMSEを調ベ
た。表1よりどのパラメータにおいてもスカイラジオとOMIの稿欄がよくないことが
確認できた。
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4.まとめと今後の諜題
本研究では特に乾期に漕目して、東南アジアにおけるエアロゾルの量と種類に
ついて明らかにすることを毘的とした。3.1よりホットスポット件数が増加するととも
に、光学的厚さが大きくなることが分かった。また、一次散乱アルベドは小さくなっ
ていた。よって、吸光性エアロゾルが存在していると考えられる。
しかし、 3.2よりスカイラジオと衛星データの相関がよくないことが分かった。
今後、東南アジア以外の他の地域においても解析する予定である。
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図1:2004年10月から2008年6月までのピマイにおける回毎の時系列。（a)fま光学的If.さ、
(b) Iま一次散乱アルベド、（ C）はオングストロー ム指数、（d）はホットスポット件数［｛牛
数］を表す。（a）から（c）でl立、赤lまOMI、膏lまSKYRADIOを示す。
まず、 2004年10月から2008年6月までのピマイにおける時系列を調べた。
図l(d）よりホットスポット件数は乾期の始まりである12月頃に唱え始め、2～3月に
最大になることが分かった。また、図l{a）より乾期になるに伴い、スカイラジオ・OMI
ともに光学的厚さは大きくなっていたことが分かった。図l(b）より乾期になるに伴い、
一次散乱アルペドlまスカイラジオ・OMIともに他の時期と比べて、小さくなっていた。
図l(c）よりOMIは乾期以外もオングストローム指数が高い値であることが分かった。
これはエアロゾル以外の物質をとらえている可能性が考えられる。
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